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二輪 送 係 数 の密 度 展 開
小 野 周
最近輸送係数の密度展開が､分布補数法 あるいは相関関数法で､かを り活葦




ど確かであるO'今後の問題としてはこ密度の 1次の項を数値計算 まで もってゆく
くことが党決であるO (世 話 人記)
三スピン緩和の統計的理論
中 野 藤 生 ･ 青 森 昭 夫
静 磁場中におけるスピン緩和に関す る嘩計的理論においては- これまで温度
の効果をとり入れた顕扱いがをかったo最近KoTiTinga,青森その他の人たち
が温度の効果をとり入れた理論を展開したが､-ここで述べ る理論 も全 く別の見










が成立つ｡ EI…E(BJ)-i-rhpcosa/,E･…E個 -一端 JLCOSe.h酢 を与える分
一声亨の並進や廻転の運動を熟浴と考 え- それとの相互作周によ:3手,:香 草ン (磁･､･ミエーLJt･､-ノ ーしノ -ー
気能率)は変劫するのセあるがt a(a,歪J)は云ピンの､方位が Gか らGJへ移 る
t遷移率であるoただしこの遷移蒔率はスピン,熟俗間のエネルギー授受の影響
を考慮LJをい もの (熟浴の熱容量が大きい極限)である｡ C(9,3?I)は Liou-
. .
vill占方程式 (a^a七+,言x軍t)I8/877%f(jL.i)〒 0を積分 してt h関 の過程








Li)に(2ほ 代入 して､具体的をraもeequat･ionが得られ､■宣九か ら肇化の成分～
Mpの時間変化 を支配す冬方程式 を導 くことができるO 高温で了磁化が小 さい
,∴ _∴､
近似においては-それはBloch,方程式に･そ り,1/Tl-2過 Ic-1,1/Ti二ト . - '- --_二
(io+し鶴 Cilにを るOスピンを量子論的に扱 うことは､ スピン浜算子Sの員eiser
berg運動がEuler角 Ⅹ… (C,9,や)をパラメータにふ くむウニテーjL/変換




久 保 亮 五
熱平衡 にある媒質中英 ブラサ ン粒子に対するLangevineq･を 亘〒-rp+
f岡 とすれば,一抵抗係数Tとfluctuaもionforcef河 とは揺 由散逸定理で
-444-
t
